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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、地域環境を教育のための
空間としてとらえ、児童を取り巻く生活環境
の実態と空間認知について分析・考察するこ
とにより、街の空間構成と児童のイメージ構
造の関係性を把握、地域で子供を育てるネッ
トワークモデルを検討し、建築・都市・地域
計画における計画的方法論への展開を目的
としている。本研究は、子どもの生命・成育
環境として集合住宅における集住体に着目
している。現代住宅は個室を子育ての空間に
置き換える傾向にある。また、現代の都市空
間の中では、子どもの空間が分断・細分化さ
れ、コミュニティ形成や自由な活動が阻害さ
れているといえる。本来、子育ては家族、学
校、地域、行政が連携しながら、子どもの成
育の視点を街づくりに活かし、それらの空間
的まとまりを秩序化しつつ社会システムの
中で育まれる事が望ましい。発達段階におけ
る子どもの生活環境の実態と空間認知の関
係性をとらえ、複数の集合住宅で地域も一体
となった空間単位の集合としての「集住体」
における子どもの空間認知を分析する事に
より、一つの小さなまちとして成り立つ集住
体における、子どもの生命・成育環境を計画
する際の手法を構築する。 
 
２．研究の進捗状況 

本研究は５ヵ年からなる。１年目に下記の
３地域においてスケッチマップを用いた調
査を行う。２年目、３年目は調査結果の分析
を行い、各地域における子どもの空間認知モ
デル・指標について検討する。４年目は各地
域の分析結果から地域間の相互分析を行い、
各集合住宅の形態毎の特性について明らか

にする。また計画手法への展開として計画指
針の検討を行う。そして５年目は具体的な敷
地を選定し、研究成果を用いた計画の検討を
行い、周辺環境と一体となった集合住宅の集
住体における児童をとりまく生命・成育環境
のモデルを構築する。 
１）平成２０年 周辺環境も含めた超高層集
合住宅（リバーシティ）中層集合住宅（幕
張ベイタウン）戸建集合住宅（多摩川）の
集住体におけるスケッチマップ調査 

２）平成２１年 周辺環境も含めた超高層集
合住宅（リバーシティ）中層集合住宅（パ
ティオス）の集住体におけるス調査結果の
分析 

３）平成２２年 周辺環境も含めた中層集合
住宅（パティオス）戸建集合住宅（多摩川
流域）の集住体におけるス調査結果の分析 

４）平成２３年 三地域間の相互分析、計画
指針の検討 

５）平成２４年 集合住宅の集住体における
児童をとりまく生命・成育環境の計画方法
論をもとに、地域で大人が子供を見守り、
子供を育むネットワークモデルの構築を
行う。 

 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 

(理由) 
これまでに、集住体における児童のケッ

チマップに関して中・高層住宅群の集住体
である幕張ベイタウンと低層高密度よりな
る月島の歴史的な既成市街地におけるイメ
ージ構造を把握するため、児童の描いたケ
ッチマップと実空間との相違の構成につい
て分析・検討を行い、空間的イメージの変



遷過程を児童の年齢や行動特性との関係性
から導き、環境認知に基づき児童の生活行
動や児童が、どのように周辺環境を認知し
ているかを把握出来た。さらに、集住体に
おける環境認知の、大人と子供の環境
認知の比較分析を行う事が出来た。研
究において、認知領域図の分析から空
間構成要素の認知度、認知領域の広が
りの傾向を把握した。また、環境認知
を形成する構成要因、居住者の特性を
考察し、低層・中層・高層・超高層と
いうまとまりにつて変位階層という概
念を提示することで心的空間のまとま
りを把握した。さらに、集住体内の認
知領域図を作成し、集住体の配置計
画・外構計画・建築計画によって形成
される認知領域についても成果を得た。
これらを、環境認知の多重な層構造の
モデルとして提示することが出来た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後さらに、安全・安心という視点に立

った子供の育成環境についての研究に向け
て、日常生活において救急医療システムに
関して、地域医療・コミュニティとの関係
性から実態を把握し、地方自治体で個別に
行われていた救急医療システムの対応を、
各行政単位のみではなく、狭域から広域に
おける相互の補助・共同運用体制の仕組み
の考察を行う予定である。 
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